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テクノロジーとツール

物質の輪のサブ・ピラー。参照先: 管理, 調和の輪.




診断：ツールが主人となっている

ほとんどの人々にとって、テクノロジーはその役割を反転させてしまっている。ツールは人間の能力を拡張するはずだが、代わりに服従を要求する主人となってしまった。ある人は電話の通知で目覚め、一日中ソーシャルメディアを強迫的にチェックし、ビデオ会議に参加して半分の存在感で過ごし、就寝前にダムスクロールで一日を終える。このテクノロジーは時間を節約するはずだったが、むしろ注意力を植民地化している。これらのデバイスはユーザーに奉仕するはずだったが、代わりにユーザーはデバイスに奉仕している。

これは偶然ではない。現代のテクノロジー・プラットフォームは意図的に強迫性のために設計されている：無限スクロール、通知バッジ、ソーシャル検証のメトリクス、感情的反応を引き起こすようにデザインされたアルゴリズムフィード。ビジネスモデルは明白だ：あなたは顧客ではなく、製品である。あなたの注意は収穫されて広告主に売却される。あなたのデータは採掘され、商品化される。

その結果、テクノロジーとの関係は代理人の喪失、注意力の断片化、そして主権の微妙だが深刻な侵食によって特徴づけられている。人はソーシャルメディアアカウントを簡単に削除することができない（摩擦は意図的である）。彼らが見るものを決定するアルゴリズムを見ることはできない。自分自身のデータにアクセスすることはできない。自分自身のアイデンティティを別のプラットフォームに移すことはできない。彼らはユーザーではなく、他人のデジタル農園に住む農奴である。

ハードウェアも若干良いだけだ。デバイスは計画的陳腐化で設計されている：古いデバイスを遅くするソフトウェア・アップデート、修理が難しいコンポーネント、自己保守を防ぐクローズド・エコシステム。10年続くはずのスマートフォンが3年で陳腐化される。アップグレード可能なコンピュータはシールド・ユニットとしてデザインされている。この意図的な陳腐化の環境的および経済的コストは莫大である。





調和主義的枠組み：ツールとしてのテクノロジー

調和主義者の立場は明確だ：テクノロジーは奉仕する；支配しない。ツールがツールと呼ばれるのは、あなたの制御内にとどまるからである。ツールがあなたを制御し始めたら、それはもはやツールではなくなっている。

これはテクノロジーを拒否することを意味しない。テクノロジーは非常に有用だ。よく選ばれたツールは能力を増幅する：ワードプロセッサは執筆を増幅し、検索エンジンは調査を増幅し、スプレッドシートは計算を増幅する。問題はテクノロジー自体ではなく、関係の反転である。解決策はデジタル主権である：あなた自身の代理人に奉仕する形でテクノロジーを選択的に選び、制御し、維持するという意図的な実践であり、テクノロジーが要求するものにあなたの代理人を従属させるのではなく。

物質の輪（学びではなく）におけるテクノロジーの存在論的配置は重要である。物理的なデバイス――コンピュータ、電話、サーバー、GPU――は物質である。テクノロジーを使用するスキル――プロンプト・エンジニアリング、ソフトウェア設計、デジタル・ワークフロー――は学びに属する。この区別は重要だ。あなたはハードウェアを所有しながらソフトウェアに無能であるかもしれない（あなたが理解しないコンピュータはあなたを制御する）。あなたはソフトウェアに熟練しながら他人の独占的エコシステムに閉じ込められているかもしれない（Google Workspaceは強力だが、あなたはそれを所有しておらず、それを制御していない）。真のデジタル主権は両方を必要とする：あなたが制御するハードウェアとあなたに奉仕するソフトウェア。





デジタル主権の五つの次元

ハードウェア自律性： あなたは毎日使用するデバイスを所有する必要がある。これはあなたがそれらを構築したことを意味しない（ほとんどの人々はそれを必要としない）が、あなたがそれらを購入した、あなたはそれらを完全に所有している（賃貸またはサービスプラン契約の対象ではない）、そしてあなたはそれらを選択的に変更または処分することができることを意味する。あなたの主要なコンピュータは、ハード・ドライブを交換でき、RAMをアップグレード出来、あなたが選択した任意のオペレーティング・システムをインストール出来るデバイスであるべきだ。あなたの電話は、理想的には、オープンソース・オペレーティング・システムを実行する必要がある（iOSまたはAndroidではなく、それらは「自由」にもかかわらず独占的である）。

実際には、これは困難だ。オープンソース・オペレーティング・システムを搭載した電話は限定的だ。消費者向けコンピュータ市場はクローズド、またはセミ・クローズドのデバイスによって支配されている。ほとんどの人々にとって、実際的な妥協は：修理をサポートする歴史のある販売者からデバイスを選択する（修理権）、サービス契約なしで完全に購入する、デバイスをできるだけ長く維持する、そしてアップグレードについて意図的である。

重要なインフラ（あなたのメイン・コンピュータ、あなたのバックアップ・デバイス）については、Mac Mini（オーナーが変更可能）またはLinuxベースのコンピュータ（完全にオープン）を検討してください。これらはあなたがデバイスを自分で維持し、何のソフトウェアが実行されるかをコントロール出来、陳腐化の強制に抵抗することを許可する。

オープンソース・ソフトウェア： オープンソース・ソフトウェア――公開されて変更可能なコード――はあなたに透明性と自律性を与える。あなたはソフトウェアが何をするか、誰がそれを変更したか、誰がそれを維持しているかを見ることができる。あなたは改善に貢献することができる。あなたは独占的なエコシステムに閉じ込められていない。

実行可能なところで、オープンソース・の代替案を使用してください：Linux（オペレーティング・システム）、Firefox（ブラウザ）、LibreOffice（ドキュメント編集）、Mastodon（ソーシャルメディア）、Nextcloud（クラウドストレージ）。これらのアプリケーションは企業ではなくコミュニティによって維持されており、あなたのデータを抽出するというビジネスモデルはなく、自己ホストすることができる（企業サーバーではなく、あなた自身のサーバーで実行）。

学習曲線は実在する――オープンソース・ツールはしばしば企業の代替案よりも悪いユーザーインターフェースと少ないハンドホールディングを持つ。しかし、それらはよく機能し、それらは無料で、それらはあなたを制御する。

プライバシーと暗号化： あなたのデータはあなたのままであるべきだ。通信のためにエンドツーエンド暗号化を使用してください（Signal、WhatsAppまたはiMessageではなく、それらは独占的で潜在的に危険にさらされている）。機密ファイルの暗号化ストレージを使用してください。信頼されていないネットワークの場合は、VPN（仮想プライベートネットワーク）を使用してください。ローカルに暗号化するパスワードマネージャーを使用してください（クラウドベースのパスワードサービスではなく、それは漏洩する可能性がある）。

これは偏執狂ではない。あなたの通信とあなたのデータは価値がある。企業はこのデータを売却する。政府はこのデータを監視する。暗号化は、意図された受信者だけがあなたのメッセージを読むことができ、あなただけがあなたのファイルにアクセス出来ることを確認する実践である。

検索と情報： Googleサーチは無料で便利だから支配的だが、それはまた高度な監視である。すべての検索はログに記録されて、あなたのアイデンティティに関連付けられている。プライバシーを尊重する代替案を使用してください（DuckDuckGo、Searx、Kagi）。これらは若干不便だが、あなたを追跡せず、高品質の結果を返す。

調査と深い情報については、検索エンジンに完全に依存することを避けてください。直接的なソースを使用してください：学術的なデータベース、原文書、図書館リソース。アルゴリズム・フィード（TikTok、YouTube、Instagram）は中毒性があるようにデザインされており、あなたの現実の理解を歪める。これらをまばらに、またはまったく使用しないようにあなた自身を規律する。

意図的なアップグレードと保守： テクノロジーは強迫的にではなく、意図的にアップグレード出来るべき。あなたのデバイスが良く機能しているとき、それを置き換える理由はない。それが本当に失敗しているか、またはセキュリティ・アップデートを受け取らなくなったとき、アップグレード出来る。マーケティング・サイクルに従うなよ。新しい方が良いと仮定するな。

保守は重要だ。ソフトウェアを更新し続けてください（セキュリティ・パッチ）、定期的にデータをバックアップしてください（ローカルおよび理想的にはオフライン・ストレージに）、デバイス・インベントリを維持してください（あなたが何を所有しているか、なぜかを知るべき）。デバイスが死ぬとき、責任を持ってリサイクルしてください（e-waste リサイクル、部品回収）、むしろランドフィルに入れるのではなく。





人工知能とダルマ

人工知能――大規模言語モデル、拡散モデル、コンピュータ・ビジョン・システム――は人類史上最も強力な物質的ツールを表している。それは知性によって組織化された物質であり、ダルマに従って管理される必要がある。

調和主義はAIについて、楽観的でも、恐怖的でもない。AIはツールだ。それは人間の能力を増幅することができる：執筆、調査、コード生成、画像作成、分析、学習。それはまた悪用される可能性がある：監視、操作、戦争、大規模な欺瞞。テクノロジーは本質的に良いまたは悪いのではない；使用が重要だ。

枠組みは単純である：あなたはあなたのダルマとそれによって影響を受ける人々のダルマに奉仕する形でAIを使用すべき。AIの執筆アシスタントを使って考えをより明確に表現する人は、それを良く使用している。AIを使用して偽の証言を生成したり、他人を操作したりする人は、それを有害に使用している。カスタマー・サービスを改善するためにAIを配置している企業は整列している；ワーカーを監視するためにAIを配置している企業はそうではない。

物質ピラーにおけるAIの配置は存在論的である。AIシステムは物質インフラ――サーバー、GPU、電気システム、ネットワーク――であり、その規模で管理される必要がある。AI企業のビジネスモデルは重要だ：彼らはあなたのデータなしに同意で訓練するか。彼らはあなたが彼らのツールを使用するために、あなたの独占的な情報を彼らのシステムに給付することを要求するか。彼らは独占的なエコシステムにあなたをロックしているか。これらは管理に関する質問だ。

個人の使用について：AIツールをあなたの能力の拡張として使用することを学んでください。それらをあなたの仕事に使用してください。しかし、あなたの考えを完全にアウトソース出来ない。AIシステムがあなた自身の識別、創造性、または判断の代替を使用出来ない。あなたが制御しないシステムに機密情報を給付出来ない。実行可能なところで、オープンソースおよびローカルAIモデルを使用してください（それらは今や良く機能し、あなたのデータをプライベートに保つ）。それらを形成する限定と訓練データを理解してください。

AIとロボティクスが再生可能エネルギーと融合する場合、所有権の問題は激化する：自律的生産システム――庭園、建設、保守、および計算を行うロボット、太陽によって供給され、ローカルインテリジェンスを実行――地平線上の最も重要な物質的テクノロジーを表す。彼らが解放するか、奴隷化するかは完全に所有権モデルに依存する。自律的生産資産を価値の店舗として、および購読モデルの農奴制に対する警告としての全分析を参照してください。





EMFと電磁衛生

電力線、ワイヤレスネットワーク、および携帯電話からの電磁場（EMF）は、微妙だが測定可能な生物学的効果を生み出す：神経活動の変化、睡眠の混乱、細胞修復への影響。証拠は主流医学によって普遍的に受け入れられていないが、査読された文献では堅牢である。

実用的な衛生：寝室を電気パネル、高電圧線、および可能であれば携帯電話塔から離れた位置に置いてください。集中的なコンピュータ作業のために、Wi-Fiではなくハードワイヤード・インターネット（モデムからコンピュータへのイーサネット・ケーブル）を使用してください。夜間、Wi-Fiをオフにするか、睡眠中にそれを無効にするためにタイマーを使用してください。RF（無線周波数）メーターを使用して、あなたの家のホットスポットを特定してください。距離はあなたの友だ――ソースから遠いほど、露出が低い。あなたが一日テクノロジーで働く場合は、デバイスと離れて、ワイヤレス・ネットワークから離れて頻繁に休憩を取ってください。





ツールとクラフト

コンピュータとネットワークを超えて、物理的なツール――あなたの仕事の楽器――は管理の注意を払う価値がある。品質なツールを持ち、それを維持する方法を知っている職人は、安価で、悪く保守されたツールを持つ人が出来ない仕事を生み出すことができる。違いは単なる生産性ではなく、存在感の質だ：良いツールを使用することは喜びであり、悪いツールを使用することは摩擦と欲求不満を作成する。

あなたに重要な仕事のために品質なツールに投資してください。良いナイフ、調理する場合。良いブラシ、絵を描く場合。良い手工具、木や金属で働く場合。品質なツールは数十年続き、年を重ねるごとに改善する。安価なツールはすり切れ、欲求不満を作成する。格言は真実だ：「一度買え、一度泣け」は「安く買え、多く交換しろ」に勝つ。





実用的次元：デジタル衛生

ほとんどの人々にとって、完全なデジタル主権はすぐには可能ではない（インフラは捕捉されている）。段階的な改善は複合される：


	表面積を減らす： ソーシャルメディア・アプリが必要ない場合は削除してください。メール・フィルターを使用して通知ノイズを減らしてください。あなたの電話の通知をオフにしてください。自動再生を無効にしてください。あなたが維持するアカウントの数を減らしてください。


	デバイスを統合する： スマートフォン、タブレット、ラップトップ、デスクトップを所有しないでください。あなたの仕事に奉仕する最小限のデバイス・セットを選択して、それを良く維持してください。


	バックアップ戦略： バックアップ・ルーチンを確立してください（最低限、外部ドライブへの週次バックアップ；理想的には、3-2-1戦略：3つのデータ・コピー、2つの異なるメディア・タイプ、1つのオフサイト）。


	意図的にアップグレード： あなたのデバイスが機能しているとき、それを保つ。それが失敗するか、またはサポートされなくなったとき、あなたが払える最高品質で置き換えてください、そして5-10年間それを保つことを意図してください。


	1つのツールをよく学ぶ： 多くのアプリケーションで手さぐりするのではなく、あなたの仕事のための主要なツールを選択して、習得に投資してください。1つのテキスト・エディタ、1つのファイル・システム、1つの生産性アプリケーションに習熟してください。これは摩擦を減らし、有効性を増加させる。








テクノロジーと臨在

究極の質問は、あなたのテクノロジーあなたの臨在を増幅するか、それとも軽減するかどうかである。絶えずあなたを中断させるデバイス、あなたがチェックすることを感じ強制されるデバイス、あなたの注意を断片化させるデバイスは負担である。特定の仕事に奉仕し、それ以外は沈黙したままのデバイスはツールである。

メトリクスは単純である：一日の終わりに、あなたが使用するテクノロジーのために、あなたはあなたの人生でより多くのまたはより少ない臨在を感じるか。あなたの答えが「より少ない」である場合、あなたはテクノロジーとの関係を変える必要がある。主権はあなたが所有するツールがあなたによって制御される可能性があることを認識することで始まる。



参照先: 物質の輪, 管理, デジタル・アーツ, 学びの輪, ダルマ.
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